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熊
本
で
震
度
７
の
激
震
が
発
生
し
て
か
ら
、
丁
度

一
週
間
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
（
木
）、
今
年 

第

一
回
目
の
〝
お
客
様
勉
強
会
〟
が
金
生
町
ビ
ル
八

階
で
開
催
さ
れ
、
十
八
名
の
御
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

『
冷
え
と
疲
れ
と
低
体
温
と
免
疫
に
薬
用
人
参
』

と
題
し
、
日
東
薬
品
工
業
株
式
会
社
、
上
田
秀
先

生
の
お
話
で
す
。 

冷
え
と
疲
れ
と
低
体
温
と 

          

     

『
若
甦
』
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
開
発
さ
れ
、 

 

〝
薬
用
人
参
〟
を
主
体
と
し
て
、
相
性
の
良
い 

各
種
生
薬
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
配
合
し
た
、

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
滋
養
強
壮
剤
で
す
。 

肉
体
疲
労
と
精
神
疲
労
、
両
面
に
着
目
し
、
血
流

を
改
善
し
身
体
を
内
側
か
ら
温
め
て
、
人
間
が
本

来
持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
や
、
自
律
神
経
の
働

き
を
高
め
て
、
根
本
か
ら
元
気
に
し
て
く
れ
る
も

の
で
す
。 

『
若
甦
』
は
、
各
シ
リ
ー
ズ
商
品
で
、
交
感
・
副

交
感
、
ど
ち
ら
の
自
律
神
経
の
働
き
も
高
め
て
く

れ
ま
す
。      

  

 

     

  

『
若
甦
』
シ
リ
ー
ズ
の
主
体
で
あ
る
薬
用
人
参
は
、

漢
方
薬
と
し
て
使
わ
れ
る
ウ
コ
ギ
科
の
多
年
生
植

物
で
、
多
く
の
サ
ポ
ニ
ン
を
含
み
、
多
様
な
薬
効

が
あ
る
事
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
は
「
朝

鮮
人
参
」
、
「
高
麗
人
参
」
、
「
オ
タ
ネ
人
参
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。（
㊟
食
用
の
人
参
は
セ
リ
科
） 

薬
用
人
参
の
歴
史
は
古
く
、
中
国
で
は
二
、
〇
〇
〇

年
以
上
も
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
様
で
す
。 

中
国
の
二
、
〇
〇
〇
年
前
の
本
『
神
農
本
草
経
』

に
も
薬
用
人
参
は
、
上
薬
（
永
く
続
け
て
、
身
体
に

良
い
物
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。(

※
後
述) 

日
本
に
最
初
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
奈
良
時
代
と
言

わ
れ
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
は
、
八
代
将
軍
吉
宗

の
命
に
よ
り
、
栽
培
に
成
功
。
種
子
を
も
と
に
、

各
藩
で
栽
培
を
奨
励
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
オ

タ
ネ
人
参
の
由
来
） 

 

セ
オ
の
健
康
告
知
板

平
成
二
八
年
度 

セ
オ
薬
局
お
客
様 

健
康
勉
強
会
そ
の
① 

自
律
神
経
の
働
き
を
高
め
て 

免
疫
力
も
ア
ッ
プ
！ 

～
冷
え
と
心
身
の
疲
れ
に
効
く
～ 

薬
用
人
参
の
力
〝
若
甦
〟 

～
若
さ
が
甦
る
～ 

薬
用
人
参
の
ち
か
ら 

「冷えと疲れと低体温と 

    免疫に‘薬用人参’」 

講師：日東薬品工業株式会社 

上田 秀先生 

平成 28 年 4月 21 日（木） 

金生町ビル 8階 

免
疫
に
〝
薬
用
人
参
〟 

若甦インペリアル 

若甦 温 

若甦内服液 

若甦 Ｅ 

若甦Ｓ錠 

参甘黄 

・
・
・ 
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一
九
五
〇
年
以
降
、
薬
用
人
参
は
研
究
対
象
と
し
て
、

国
際
的
に
注
目
を
浴
び
、
そ
の
成
分
、
薬
効
の
有

用
性
が
、
膨
大
な
薬
理
、
臨
床
実
験
結
果
と
し
て
、

科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
～
『
神
農
本
草
経
』
よ
り 

薬
用
人
参
に
つ
い
て
の
記
述
～ 

五
臓
を
補
い
精
神
を
安
ん
じ
、
魂
魄
を
定
め
、 

驚
悸
を
止
め
、
邪
気
を
除
き
、
目
を
明
ら
か
に
し 

心
を
開
き
、
智
を
益
し
、
久
し
く
服
す
れ
ば
、 

身
を
軽
く
し
年
延
ぶ
。 

（
注
釈
） 

～
肝
臓
・
心
臓
・
脾
臓
（
胃
腸
な
ど
）
・
肺
臓
・
腎

臓
な
ど
す
べ
て
の
内
臓
の
働
き
を
高
め
、
精
神
の

安
定
を
は
か
り
、
驚
き
や
胸
さ
わ
ぎ
を
鎮
め
、
病

気
に
対
し
て
抵
抗
力
を
つ
け
て
治
し
、
視
力
を
益

し
、
心
臓
の
働
き
を
強
め
、
頭
の
回
転
を
良
く
し
、

長
期
間
服
用
す
る
と
身
体
の
動
き
が
軽
や
か
に
な

り
、
長
生
き
で
き
る
～ 

  

科
学
的
な
解
析
、
研
究
の
結
果
、
良
質
の
薬
用
人
参

は
、
自
律
神
経
の
働
き
を
高
め
、
心
身
の
あ
ら
ゆ

る
活
動
を
正
常
化
す
る
作
用
に
効
果
大
で
あ
る
事

が
解
っ
て
き
ま
し
た
。 

現
在
は
以
下
の
七
効
が
良
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

人
参
七
効 

1 

補
気
救
脱

ほ

き

き

ゅ

う

だ

つ 

元
気
を
補
い
虚
脱
を
救
う 

 
 
 

体
力
増
強
・
疲
労
回
復 

二 

益
血
復
脈

え
っ
け
つ
ふ
く
み
ゃ
く 

血
液
を
増
し
脈
の
力
を
回
復
さ
せ
る 

冷
え
性
・
貧
血
・
低
血
圧
・ 

心
臓
衰
弱
・
冷
房
病
・
肩
こ
り 

三 

養
人
安
神

よ

う

じ

ん

あ

ん

し

ん 

心
を
養
い
精
神
を
安
ず 

 
 
 

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
・
自
律
神
経
失
調
症
・
動
悸 

四 
生
津
止
渇

せ

い

し

ん

し

か

つ 

津
液
を
生
じ
さ
せ
渇
を
止
め
る 

 
 
 

糖
尿
病
・
腎
炎
・
浮
腫 

五 

補
肺
定
喘

ほ

は

い

て

い

ぜ

ん 

肺
の
力
を
補
い
喘
息
を
定
め
る 

風
邪
の
せ
き
・
肺
結
核
・
喘
息 

六 

健
脾
止
瀉

け

ん

ぴ

し

し

ゃ 

胃
腸
を
丈
夫
に
し
て
下
痢
を
止
め
る 

 
 
 

胃
腸
病
・
食
欲
不
振
・
下
痢
・
便
秘
・
消
化
不
良 

七 

托
毒
合
瘡

た

く

ど

く

が

っ

そ

う 

体
内
の
毒
を
出
し
傷
を
治
す 

 
 

 

自
家
中
毒
・
肌
荒
れ
・
急
性
湿
疹
・
皮
フ
病 

薬
用
人
参
は
上
薬
で
す
が
、
一
度
に
多
く
摂
取
す
る

の
で
は
な
く
、
毎
日
適
量
づ
つ
続
け
る
事
が
大
切

で
す
。 

      

〝
自
律
神
経
〟
と
は
、
様
々
な
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
調
整
を
し
て
く
れ
る
も
の
で
、
自
分

の
意
志
で
は
動
か
せ
ま
せ
ん
。 

自
律
神
経
に
は

型
の
副
交
感
神
経

リ
ラ
ッ
ク
ス

(

夜
の
神
経)

と
、
活
動
型
の
交
感
神
経(

昼
の
神

経)

の
二
つ
が
あ
り
、
両
方
が
高
い
レ
ベ
ル
で
良
く

働
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
が
大
事

で
す
。 

〝
自
律
神
経
〟
は
各
臓
器
に
働
き
か
け
て
、
心
拍
数

や
血
圧
、
血
流
、
発
汗
、
消
化
、
排
泄
等
々
、
あ

ら
ゆ
る
身
体
活
動
を
調
節
し
、
免
疫
系
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱

れ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
症
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。
殆

ど
の
病
気
は
、
自
律
神
経
の
乱
れ
か
ら
生
じ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

薬
用
人
参
の
七
つ
の
効
き
め 

、 

免
疫
の
働
き
と
自
律
神
経 

・
・
・ 

・
・
・ 



~ 3 ~ 
 

(
例) 

・
過
剰
に
副
交
感
神
経
優
位
→
リ
ン
パ
球
増
加
→ 

ア
ト
ピ
ー
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
う
っ
血
・
う
つ
・ 

下
痢
・
発
熱
な
ど
…
。 

 
 
  

     

・
過
剰
に
交
感
神
経
優
位
→
顆
粒
球
増
加
→ 

 

ガ
ン
・
お
で
き
・
肩
こ
り
・
便
秘
・
不
眠
な
ど

…
。 

      

季
節
の
変
わ
り
目
、
特
に
春
先
（
今
の
時
期
）
は
、

自
律
神
経
の
働
き
が
乱
れ
易
い
時
期
で
す
。 

気
圧
の
変
動
が
大
き
く
、
空
気
中
の
酸
素
濃
度
も

大
き
く
変
動
す
る
た
め
、
う
ま
く
対
応
で
き
ず
に
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、
体
調
を
崩
し

て
し
ま
う
の
で
す
。 

   

理
想
的
な
体
温
は
、
３
６
・
５
℃
～
３
７
・
２
℃

位
で
す
が
、
こ
の
頃
、
低
体
温
に
よ
る
様
々
な
不

定
愁
訴
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。 

（
例
：
貧
血
、
朝
起
き
れ
な
い
、
低
血
圧
、
不
眠
、

イ
ラ
イ
ラ
、
肩
こ
り
、
頭
痛
、
む
く
み
や
し
び
れ
、

生
理
痛
、
下
痢
、
便
秘
、
だ
る
さ
等
々
） 

〝
冷
え
〟
る
原
因
の
第
一
位
は
、
〝
ス
ト
レ
ス
〟 

〝
疲
れ
〟
で
す
。 

そ
の
他
の
原
因
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
使
い
過
ぎ
、

シ
ャ
ワ
ー
生
活
、
睡
眠
不
足
、
夜
型
生
活
、
冷
え

る
食
生
活
（
果
物
、
生
野
菜
の
摂
り
過
ぎ
、
加
工

食
品
、
甘
い
物
の
摂
り
過
ぎ
な
ど
）、
鎮
痛
剤
や
抗

生
剤
の
連
用
、
運
動
不
足
に
よ
る
筋
肉
量
低
下

等
々
、
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

低
体
温
に
な
る
と
新
陳
代
謝
の
低
下
、
血
行
不
良
、

酵
素
活
性
低
下
に
よ
る
内
臓
機
能
低
下
、
免
疫
力

低
下
、
自
律
神
経
・
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ

等
々
、
様
々
な
悪
影
響
を
招
き
ま
す
。
（
注
） 

(

注)

体
温
が
１
℃
下
が
る
と
… 

・
基
礎
代
謝
が
１
２
％
低
下 

・
酵
素
活
性
が
５
０
％
低
下 

・
免
疫
力
が
３
７
％
低
下 

ガ
ン
細
胞
が
最
も
好
む
体
温
は
３
５
℃
で
す
。 

〝
病
は
、
冷
え
と
疲
れ
か
ら
〟
な
の
で
す
。 

                 

     

  

病
や
ま
い

は
冷
え
と
疲
れ
か
ら 

冷え 

水毒 代謝低下 

ストレス・疲れ 

(老廃物) 

血行不良 
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                 ≪

あ
と
が
き≫

 

 

当
店
で
も
、
愛
用
者
が
多
い
〝
若
甦
〟
お
客
様

勉
強
会
。 

い
つ
も
の
様
に
、
若
甦
内
服
液
の
お
湯
割
り
を
い

た
だ
い
て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

上
田
先
生
か
ら
は
、
冷
え
・
疲
れ
・
低
体
温
が
身

体
に
も
た
ら
す
悪
影
響
や
、
温
活
（
温
め
る
為
の

養
生
方
）
の
お
話
、
そ
し
て
、
今
話
題
の
腸
管
免

疫
力
ア
ッ
プ
に
コ
ン
チ
ー
ム
（
ビ
ー
ル
酵
母
、
納
豆

菌
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
、
乳
酸
菌
配
合
）
が
、
大
変

有
効
で
あ
る
事
等
々
を
、
楽
し
く
、
解
り
易
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

忙
し
い
現
代
社
会
。
ス
ト
レ
ス
過
多
や
疲
れ
で
、

低
体
温
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
頻
発

す
る
自
然
災
害
や
世
界
情
勢
等
、
目
に
見
え
な
い

不
安
感
も
高
ま
っ
て
い
る
様
で
す
。 

自
律
神
経
が
乱
れ
易
く
、
心
身
が
疲
れ
易
い
春
先
、

何
か
と
過
酷
な
今
の
時
代
を
、
元
気
に
明
る
く
乗

り
越
え
る
為
に
も
、
薬
用
人
参
の
力
〝
若
甦
〟 

シ
リ
ー
ズ
を
お
役
立
て
下
さ
い
。 

雨
風
激
し
い
中
出
席
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
、
地
震

で
交
通
網
回
復
が
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
駆
け
つ
け
て

下
さ
っ
た
上
田
先
生
、
日
邦 

梅
田
さ
ん
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

 

・
朝
一
番
に
温
か
い
も
の
を
飲
む
。 

（
若
甦
内
服
液
の
お
湯
割
り
） 

・
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
を
か
か
え
込
ま
な
い
。 

（
人
生
七
割
で
良
し
と
す
る
） 

・
身
体
を
温
め
る
も
の(

陽
性
食
品)

を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。 

（
パ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ア
イ
ス
等
控
え
る
。） 

・
シ
ャ
ワ
ー
で
は
な
く
お
風
呂
に
つ
か
る
。 

（
体
温
＋
４
℃
の
湯
温
に
１
０
～
１
５
分
浸
か
る
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
プ
ロ
テ
イ
ン
で
身
体
修
復
。） 

・
首(

首
、
手
首
、
足
首) 

 

腰
回
り
、
お
腹
を
温
め
る
。 

・
じ
ん
わ
り
と
汗
を
か
く
様
な
運
動
を
す
る
。 

（
筋
肉
は
、
熱
の
大
き
な
発
生
源
） 

 

・
人
に
感
謝
す
る
。 

・
〝
笑
い
〟
で
免
疫
力
ア
ッ
プ 

（
作
り
笑
い
で
も
効
果
あ
り
） 

・
午
前
七
時
起
床
、
午
後
一
〇
～
一
二
時
就
寝
。 

 

暗
く
し
て
寝
る
。 

（
メ
ラ
ト
ニ
ン
や
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
） 

・
爪
も
み
を
す
る
。 

（
薬
指
→
交
感
神
経
ア
ッ
プ
。 

そ
れ
以
外
の
指
→
副
交
感
神
経
ア
ッ
プ
） 

・
腹
式
呼
吸
を
行
う
。 

温  

活 

‐
元
気
な
毎
日
の
た
め
に
‐ 


